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第17回企画展　古代茨城の漁撈

公開講座「ひたちなか市の考古学」第13 回　古代の狩猟と漁撈

「私的茨城考古外史－遺跡・人　出会いと別れ」　第 ２回　発掘三昧への道　序章　（瓦吹　堅）

資料紹介　磯崎東古墳群出土の玉類　（大賀克彦）

横穴墓を歩く㉓　長岡百穴古墳　（今平利幸） １ケース・ミュージアム50　瓦に書かれた文字

ひたちなか市内の発掘調査 2019 ひたちなか市の遺跡⑤改訂版　那珂湊中学区編 2

虎塚古墳花便り㉔　ウメ 埋文センターの日々　2019 後期 ほか

壁画の考古学　　2006（平成 18）年度からスタートした小中学生考古学体験講座「ふるさと考
古学」は，今年度で 14 回目を迎えました。毎年いろいろな講座を開催していますが，初回から
12 回目まで毎年実施した講座に「壁画の考古学」があります。「壁画の考古学」は，講師の堀江
武史さんに企画していただいた虎塚古墳壁画のレプリカ作りのワークショップです。14 年目の
今回，「壁画の考古学」を小学生の時に体験した受講生が大学生ボランティアとなって講師を務め，
講座が復活しました。完成した作品が上の写真です。「継続は力なり」です。 （2019.8.24）

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター　2020 . 春 52
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今
回
の
展
示
は
、
茨
城
県
内
か
ら
出
土
し
た
古
代
の

「
土ど

錘す
い

」
を
中
心
に
、
二
◯
二
◯
年
二
月
七
日
（
金
）

か
ら
五
月
六
日
（
水
）
に
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

土
錘
か
ら
何
が
わ
か
る
か　
　

漁
撈
は
技
術
の
視
点

か
ら
釣
漁
・
網
漁
・
雑
漁
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
［
安
室

二
〇
〇
五
］、
釣
漁
や
雑
漁
は
遺
物
が
残
る
こ
と
が
少
な

い
た
め
、
古
代
の
実
態
に
迫
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

い
と
い
え
ま
す
。
土
錘
か
ら
追
究
で
き
る
部
分
は
「
網

漁
」
の
一
部
で
す
が
、
海
岸
付
近
の
土
錘
出
土
量
は
少

な
い
の
で
、「
河
川
・
湖
沼
に
お
け
る
土
錘
を
用
い
た

網
漁
」
が
考
古
学
研
究
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

小
さ
な
刺
網　
　

古
代
の
土
錘
は
全
国
の
湖
沼
・
河

川
域
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
、民
俗
例
な
ど
か
ら
み
て「
漁

網
錘
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
漁
網
は
江
戸
時
代
以

後
の
発
達
に
よ
り
、
多
種
類
の
網
が
生
み
出
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
古
代
は
網
を
作
り
上
げ
る
麻
糸
が
貴
重
で

あ
り
、大
規
模
な
網
を
所
有
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
古
代
に
お
け
る
漁
網
は
、
中
・
小
型
の
魚

類
を
対
象
と
し
た
、
丈
の
低
い
刺
網
が
主
に
用
い
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
［
大
沼
二
〇
一
二
］。
刺

網
は
、
上
部
の
綱
に
浮
子
を
結
び
付
け
、
下
部
の
綱
に

お
も
り
で
あ
る
沈
子
を
通
し
、
そ
の
間
に
網
地
を
付
け

て
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

土
錘
の
分
類　
　

茨
城
県
か
ら
出
土
す
る
土
錘
は
大

き
さ
や
形
が
様
々
で
、
そ
れ
ら
を
分
類
す
る
こ
と
は

難
問
で
し
た
。
展
示
で
は
、
漁
網
に
用
い
ら
れ
た
土

錘
の
ま
と
ま
り
を
推
測
す
る
た
め
に
、
竪
穴
住
居
跡

の
多
量
出
土
事
例
に
注
目
し
た
法
量
分
布
図
［
佐
々
木

第 17 回企画展

古代茨城の漁撈

2020 年 2 月 7 日（金）～ 5 月 6 日（水）

古代茨城の漁撈

第 1７回企画展

2 月 7 日 [ 金 ]  ~ ５月６日 [ 水 ]

日時

令和 2 年　　　　　　　　　

休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　午前 9 時－午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）

入場無料

場所　ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
　　　                〒312‐0011　茨城県ひたちなか市中根 3499

　　　                     ☎ 029‐276‐8311

公益財団法人　
ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

綱（つな） 浮子（うき）

網地（あみじ）

綱（つな）
沈子（ちんし）

土製の沈子が土錘です。

（大沼芳幸 1992「人はそれでもタンパクシツを欲した」

『滋賀県文化財保護協会紀要』第 5号より引用，加筆）

（安室知 2005『水田漁撈の研究』より）

　　漁撈の類型

〇漁撈技術による類型
　　釣漁

　　網漁

　　雑漁（ウケ・エリ・ヤナ・鵜飼いなど）

〇漁場水域による類型
　　海面漁業（地先漁業，沖合漁業，遠洋漁業など）

　　内水面漁業（河川漁業，湖沼漁業，水田漁撈）
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二
〇
一
六
］
に
よ
る
分
類
に
基
づ
き
ま
し

た
。
そ
の
図
に
よ
る
と
土
錘
は
形
状
に
よ

り
管
状
・
細
形
管
状
・
球
状
に
分
か
れ
ま

す
。
さ
ら
に
重
量
に
よ
り
大
型
・
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅲ
類
に
分
か
れ
、
そ
れ
ら
は
長
さ
の
違
い

に
よ
り
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
類
に
分
か
れ
ま
す
。

な
お
各
類
型
を
代
表
す
る
基
準
資
料
の
法

量
域
は
上
図
で
太
線
で
示
さ
れ
る
範
囲
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
茨
城
県
内
か
ら
出

土
し
た
奈
良
・
平
安
時
代
土
錘
の
多
様
性

を
、
と
り
あ
え
ず
分
類
展
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
の
土
錘　
　

那
珂
川
下

流
域
下
部
に
位
置
す
る
ひ
た
ち
な
か
市
で

は
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
は
球
状
土
錘
Ⅱ

類
が
多
く
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た

大
型
管
状
土
錘
や
管
状
土
錘
Ⅰ
類
も
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
当
地
域
で
は
古
墳
時
代
か

ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
、
下
高
井
遺
跡
や

船
窪
・
半
分
山
遺
跡
な
ど
か
ら
大
型
管
状

土
錘
が
多
く
出
土
し
ま
す
の
で
、
地
曳
網

漁
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

大
型
管
状
土
錘
に
つ
い
て　
　

大
型
管

状
土
錘
は
孔
の
径
が
大
き
い
の
で
、
太
い

沈
子
綱
を
用
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

地
曳
網
は
網
を
曳
く
作
業
に
耐
え
ら
れ
る

強
度
を
持
っ
た
太
い
沈
子
綱
が
用
い
ら
れ

ま
す
か
ら
、
大
型
管
状
土
錘
は
地
曳
網
の

管状ⅠA

管状ⅠB

管状ⅠC

細形管状Ⅰ

細形管状Ⅱ

球状Ⅰ

球状Ⅱ

管状ⅡB

球状Ⅲ
管状Ⅲ

大型管状

管状ⅡA
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ｇ

重
量

10

基準資料　　大型管状　　：ひたちなか市三反田下高井遺跡204号住居跡（7世紀後半）
　　　　　　管状ⅠA類　 ：行方市木工台41号住居跡（8世紀前半）
　　　　　　管状ⅠB類　 ：土浦市うぐいす平遺跡8号住居跡（8世紀後半）
　　　　　　管状ⅠC類　 ：茨城町宮ヶ崎城跡6号住居跡（8世紀後半）
　　　　　　管状ⅡA類　 ：土浦市下高津小学校遺跡1号住居跡（8世紀後半）
　　　　　　管状ⅡB類　 ：結城市下り松遺跡2B号住居跡（11世紀後半）
　　　　　　管状Ⅲ類　　：つくば市熊の山遺跡205号住居跡（11世紀前半）
　　　　　　細型管状Ⅰ類：城里町藤前5号住居跡（9世紀前半）
　　　　　　細型管状Ⅱ類：城里町藤前41号住居跡（9世紀後半）
　　　　　　球状Ⅰ類　　：稲敷市薬師後遺跡221号住居跡（8世紀前半）
　　　　　　球状Ⅱ類　　：稲敷市薬師後遺跡116号住居跡（8世紀前半）
　　　　　　球状Ⅲ類　　：行方市木工台遺跡79号住居跡（10世紀後半）
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大型管状

刺網

囲網

地曳網

土錘の法量による漁網の推定

管状土錘 IIA 類

大型管状土錘

管状土錘ⅠA類

管状土錘ⅠB類

管状土錘ⅠC類

管状土錘 IIB 類

管状土錘 III 類

球状土錘 I 類

球状土錘 II 類

球状土錘 III 類

細形管状土錘Ⅰ類

細形管状土錘Ⅱ類

地曳網

囲網

刺網

茨城県内出土土錘の分類（各分布域は多量出土事例の法量域を示す）
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沈
子
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
太
い
沈
子

綱
を
使
う
と
浮
力
が
つ
く
の
で
重
い
沈
子
が
必
要
に
な

り
ま
す
［
真
鍋
二
〇
〇
二
］。
そ
の
た
め
地
曳
網
は
重
い

大
型
管
状
土
錘
を
用
い
る
の
で
す
。

　

那
珂
川
下
流
で
は
昭
和
三
七
年
ま
で
サ
ケ
の
地
曳
網

漁
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
伝
統
は
古
代
ま

で
遡
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
曳
網
は
古
代
網
漁
で

は
最
も
大
規
模
な
漁
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
豪
族
の

下
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

管
状
土
錘
Ⅰ
Ｃ
類
に
つ
い
て　
　

管
状
土
錘
Ⅰ
類

は
、
重
量
・
孔
径
が
大
型
管
状
土
錘
よ
り
小
さ
く
、
刺

網
よ
り
大
き
い
土
錘
で
す
。
民
俗
例
を
参
考
に
す
る
と

囲
網
の
沈
子
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
で
す

［
真
鍋
二
〇
一
四
］。
た
だ
し
、
ひ
た
ち
な
か
市
か
ら
出
土

す
る
管
状
土
錘
Ⅰ
Ｃ
類
は
小
さ
め
の
も
の
が
多
い
の

で
、
流
し
刺
網
に
よ
る
サ
ケ
漁
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
［
酒
井
一
九
九
六
］。
那
珂
川
下
流
域
下

部
で
は
、
満
潮
時
に
サ
ケ
が
川
を
遡
る
習
性
を
利
用
し

た
流
し
刺
網
漁
が
現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

球
状
土
錘
に
つ
い
て　
　

球
状
土
錘
は
そ
の
形
状
か

ら
、
錘
同
士
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
よ
る
端
部
の
欠
損
に

強
い
た
め
［
大
沼
一
九
九
〇
］、
網
が
揺
れ
る
湖
沼
部
や

河
口
部
で
多
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
水
底
に
凹

凸
が
あ
る
場
所
で
は
、
網
の
裾
に
で
き
る
隙
間
か
ら
魚

を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
、
長
さ
の
短
い
土
錘
を
多
数
装

着
し
て
、
水
底
の
地
形
に
沿
わ
せ
る
よ
う
に
用
い
た
こ

と
が
民
俗
例
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
［
真
鍋
一
九
九
四
］。

　

海
に
近
い
場
所
で
あ
れ
ば
、
ボ
ラ
・
ス
ズ
キ
・
ニ
シ

ン
の
よ
う
な
比
較
的
大
型
の
海
水
魚
を
と
る
た
め
に
、

球
状
土
錘
Ⅰ
類
や
Ⅱ
類
と
い
っ
た
大
き
く
て
重
い
土
錘

を
つ
け
た
比
較
的
大
き
な
刺
網
が
用
い
ら
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
ひ
と
つ
の
漁
網
に
装
着
さ
れ
る

土
錘
は
大
き
さ
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
た
と
え
ば
球
状

土
錘
Ⅱ
類
を
中
心
と
す
る
刺
網
の
場
合
に
は
、
Ⅰ
類
や

Ⅲ
類
も
混
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
球

状
土
錘
Ⅱ
類
は
、
孔
径
が
〇
．四
～
〇
．七
㎝
の
も
の

が
多
い
の
で
、
そ
れ
を
付
け
た
刺
網
は
お
お
よ
そ
一
ｍ

ほ
ど
の
高
さ
の
刺
網
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
［
真
鍋

二
〇
一
四
］。

　

茨
城
県
域
の
八
・
九
世
紀
の
土
錘　
　

霞
ヶ
浦
や
涸

沼
な
ど
の
広
い
湖
沼
部
の
刺
網
で
は
、
球
状
土
錘
が
用

い
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
北
部
山
間
地
域
の
刺
網
で
は
、

河
川
の
静
水
域
で
細
形
管
状
土
錘
が
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
鬼
怒
川
周
辺
の
細
形
管
状
土
錘
も
、
河
川
や
沼
の

静
水
域
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
一
方
、
大
型

管
状
土
錘
や
管
状
土
錘
Ⅰ
類
は
、
中
南
部
湖
沼
地
帯
に

多
く
分
布
し
ま
す
の
で
、
地
曳
網
漁
や
囲
網
漁
は
、
お

も
に
湖
沼
部
や
大
河
川
の
河
口
部
で
行
わ
れ
た
よ
う
で

す
。

　

茨
城
県
域
の
一
〇
・
一
一
世
紀
の
土
錘　
　

北
部
山

間
地
域
で
は
、
細
形
管
状
土
錘
が
久
慈
川
・
那
珂
川
の

下
流
域
上
部
か
ら
出
土
し
ま
す
。
管
状
土
錘
Ⅲ
類
は
那

珂
川
の
下
流
域
上
部
か
ら
栃
木
県
域
の
中
流
域
で
一
般

的
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
鬼
怒
川
周
辺
の
細

形
管
状
土
錘
は
、
一
〇
世
紀
に
な
る
と
霞
ヶ
浦
南
部
か

ら
北
浦
北
部
に
か
け
て
広
ま
る
よ
う
で
す
。
な
お
一
〇

那珂川下流域下部（ひたちなか市三反田より撮影）

那珂川の地曳網
（『湖川沼漁略図並収穫調書』明治 13 年より，

国立国会図書館近代デジタルライブラリー）
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展示のようす

世
紀
に
な
る
と
、
囲
網
・
地
曳
網
用
土
錘
の
分
布
域
が

縮
小
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
操
業
す
る
集
落
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
一
世
紀
に
は
管

状
土
錘
Ⅰ
類
が
減
少
し
ま
す
の
で
、
囲
網
の
よ
う
な
中

規
模
な
網
は
、
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
く
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
第
二
位
の
広
さ
を
持
つ
霞
ヶ
浦
や
、
久
慈
川
・

那
珂
川
・
鬼
怒
川
と
い
っ
た
河
川
、
そ
し
て
涸
沼
や
牛

久
沼
な
ど
、
内
水
面
環
境
に
恵
ま
れ
た
古
代
の
茨
城
を

舞
台
と
し
た
古
代
漁
撈
の
姿
を
、「
土
錘
」
と
い
う
小

さ
な
遺
物
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
茨
城
県

の
考
古
学
研
究
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
茨
城
県
に
お
け
る
古
代
土
錘
の
研
究
は
こ
れ

か
ら
の
深
化
が
期
待
で
き
る
研
究
分
野
な
の
で
す
。

（真鍋篤行 2014「遺物による網漁具の復元」『季刊考古学』第 128 号より）
宮城県北上川河口のサケ・マス流し刺網の操業方法

（阿部啓一 1992『宮城県の伝統的漁具漁法Ⅴ内水面』より）

参
考
文
献　

安
室
知
二
〇
〇
五
「
総
論
「
水
田
漁
撈
」
の
提
唱
」『
水

田
漁
撈
の
研
究
』，
大
沼
芳
幸
二
〇
一
二
「
古
代
近
江
に
お
け
る
職
能

漁
民
の
動
向
」『
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
紀
要
』
二
五
，
佐
々
木
義

則
二
〇
一
六
「
茨
城
県
に
お
け
る
奈
良
・
平
安
時
代
漁
網
錘
の
分
類

と
そ
の
用
途
」『
婆
良
岐
考
古
』
三
八
，
真
鍋
篤
行
二
〇
〇
二
「
三
重

県
阿
児
町
神
明
の
コ
ノ
シ
ロ
網
漁
に
つ
い
て
」『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』

三
四
‐
一
二
，
久
保
禎
子
一
九
九
六
「
木
曽
川
の
大
網
」『
一
宮
市
博

物
館
だ
よ
り
』
二
一
，
大
沼
芳
幸
一
九
九
〇
「
正
伝
寺
南
遺
跡
出
土
の

魚
網
錘
に
つ
い
て
」『
正
伝
寺
南
遺
跡
』，
真
鍋
篤
行
一
九
九
四
「
弥

生
時
代
以
降
の
瀬
戸
内
地
方
の
漁
業
の
発
展
に
関
す
る
考
古
学
的
考

察
」『
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
紀
要
』
七
，
真
鍋
篤
行
二
〇
一
四

「
遺
物
に
よ
る
網
漁
具
の
復
元
」『
季
刊
考
古
学
』
一
二
八
，
大
沼
芳
幸

一
九
九
二
「
人
は
そ
れ
で
も
タ
ン
パ
ク
シ
ツ
を
欲
し
た
」『
滋
賀
県
文

化
財
保
護
協
会
紀
要
』
五
，
阿
部
啓
一
一
九
九
二
『
宮
城
県
の
伝
統
的

漁
具
漁
法
Ⅴ
内
水
面
』，
酒
井
和
夫
一
九
九
六
「
越
後
の
サ
ケ
取
り
漁

具
と
小
屋
」『
鮭
・
鱒
の
民
俗
』

今回の企画展の開催に際し下記の機関

からご協力をいただきました。

（50 音順，敬称略）

稲敷市歴史民俗資料館，茨城町教育委

員会，公益財団法人茨城県教育財団，

常総市教育委員会，大子町教育委員会，

つくば市教育委員会，土浦市上高津貝

塚ふるさと歴史の広場（考古資料館），

行方市教育委員会，常陸大宮市教育委

員会，日立市郷土博物館，結城市教育

委員会
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公
開
講
座
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学
」
第
一
三
回

古
代
の
狩
猟
と
漁
撈

　

公
開
講
座
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学　

第
一
三
回

古
代
の
狩
猟
と
漁
撈
」
は
二
〇
二
〇
年
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
八
日
の
毎
週
日
曜
日
に
開
催
を
予
定
し
ま
し

た
。
三
名
の
研
究
者
を
お
招
き
し
、
古
代
日
本
の
狩
猟

及
び
漁
撈
に
関
す
る
御
研
究
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

く
予
定
で
し
た
が
、
第
三
回
・
第
四
回
の
講
座
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
邦
大
学
訪
問
研
究

員
や
筑
波
山
ジ
オ
パ
ー

ク
教
育
・
学
術
部
会
副

部
会
長
な
ど
の
多
彩
な

肩
書
を
持
つ
矢
野
徳
也

さ
ん
は
、
私
た
ち
の
埋

文
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
る
小
学
生
と
中
学

生
向
け
の
、
ふ
る
さ
と

考
古
学
講
座
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
で
す
。

ご
専
門
が
地
質
学
な
の
で
、
遺
跡
出
土
の
石
製
品
の
石

材
観
察
・
同
定
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
開
講
座
で
は
、
矢
野
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
（
？
）
で
も
あ
る
常
陸
国
風
土
記
に
つ
い
て
の
講
義

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
の
テ
ー
マ
が
「
古

代
の
狩
猟
と
漁
撈
」
な
の
で
、「
常
陸
国
風
土
記
に
み

る
鳥
・
獣
・
魚
」
と
い
う
題
で
、
常
陸
国
風
土
記
に
登

場
す
る
産
物
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

低
地
に
鹿
が
い
た
と
い
う
記
述
は
、
北
海
道
の
湿
原

に
い
る
エ
ゾ
シ
カ
を
思
い
浮
か
べ
る
と
わ
か
り
や
す
い

と
か
、
八
世
紀
に
は
オ
オ
カ
ミ
が
い
た
と
か
、
昔
の
コ

イ
は
細
長
い
形
だ
っ
た
と
か
、
腕
ほ
ど
の
ア
ユ
は
本
当

に
い
る
と
か
、
古
代
の
ハ
ス
は
白
い
花
で
は
な
く
て
赤

い
花
で
レ
ン
コ
ン
の
風
味
は
ね
っ
と
り
と
し
て
い
た
、

等
々
、
そ
う
な
ん
だ
！
と
思
う
話
題
が
次
々
に
出
て
き

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
時
間
半
が
過
ぎ
て
い
く
楽
し

い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

月 /日 演　　題 講　　師

2/16（日）
常陸国風土記にみる
鳥・獣・魚

東邦大学訪問研究員
矢野　徳也　氏

2/23（日）
茨城県の奈良・平安時代の
網漁

（公財）ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社
佐々木　義則

中止 古代武器研究からみた狩猟
栃木県埋蔵文化財調査センター
津野　仁　氏

中止 水田漁撈と水田狩猟の提唱
神奈川大学
安室　知　氏

東
邦
大
学
訪
問
研
究
員

　
　

矢や

の野
　
徳と
く
や也　

氏

歴
史
の
小
窓　

そ
の
二
三

　

発
掘
調
査
報
告
書
を
書
い
た
時
に
は

不
明
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
後
で
わ
か
っ

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
に
、
砥
面
以
外
を
黒
く
塗
っ
た
砥
石

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
砥
石
は
、
ひ
た

ち
な
か
市
石
高
遺
跡
の
平
安
時
代
の
第

一
五
五
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
す
が
、
な
ぜ
黒
く
塗
っ
て
あ
る
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

報
告
書
刊
行
後
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
、
大
工
道
具
の
砥
石
に
つ
い
て
書
か

漆
で
養
生
し
た
砥
石

れ
た
本
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
砥
石
の
筋
な
ど
か
ら
割

れ
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
漆
を
塗
っ
て
割
れ
を

防
ぐ
こ
と
を
す
る
こ
と
を
知
り
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

砥
石
は
ま
さ
に
こ
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
黒
く
塗
っ
た

砥
石
は
、
割
れ
や
す
い
日
立
市
の
結
晶
片
岩
製
の
た
め
、

長
く
大
事
に
使
え
る
よ
う
漆
を
塗
っ
て
養
生
し
た
の
で

し
ょ
う
。
き
っ
と
こ
の
砥
石
を
用
い
た
人
が
漆
を
持
っ

て
い
て
、
砥
石
を
養
生
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

集
落
遺
跡
か
ら
時
々
出
土
す
る
漆
の
用
途
の
ひ
と
つ
を

教
え
て
く
れ
る
点
で
も
、
こ
の
砥
石
は
貴
重
な
資
料
と

い
え
る
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

参
考
文
献　

大
工
道
具
研
究
会
編
二
〇
一
一
『
大
工
道
具
・
砥
石
と
研
ぎ
の
技
法
』
誠
文
堂

新
光
社
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0 3000m

岡田遺跡

西中根遺跡

東原遺跡

向坪遺跡

石高遺跡

小貫山遺跡

三反田古墳群

浅井内遺跡

向野A遺跡黒袴遺跡

峪遺跡

市毛上坪遺跡

寄居新田古墳群

金上塙遺跡

君ヶ台遺跡

根崎B遺跡

堀口遺跡市毛下坪遺跡

松原遺跡

内手遺跡

東中根清水遺跡
三反田新堀遺跡

大平A遺跡

下高井遺跡
御所内Ⅰ遺跡

御所内Ⅱ遺跡

新川

那珂川

中丸川

大川

本郷川

東海村

ひたちなか市

水戸市

那珂市

　向野 A 遺跡７次調査　　　　　　　　　　　
　向

むかいの

野Ａ遺跡は，馬
まわたり

渡埴輪製作遺跡の北およそ
200 ｍに位置する遺跡です。
　2018 年度に試掘調査が実施され，溝跡が 1 条
確認されました。この溝跡は，地元で「鎌倉街道」
と伝承されていた，細い道に沿うように続いてお
り，その「鎌倉街道」といわれる古道の側溝ではな
いかと考えられていました。　
　今回の調査により，この溝跡は深さおよそ 120
㎝の北東から南西にのびる，溝であることが分か
りました。溝からは「元

げんゆうつうほう

祐通寶」という，中世に流
通していた銅銭が出土しています。この銅銭が出
土したことにより、この溝跡が「鎌倉街道」の側溝
であるという確証を得ることもでき、大きな発見
となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　

二
〇
一
九
年
度
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
内
に
お
い
て
、

二
八
件
の
試
掘
調
査
、
五
件
の
本
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

根ね
ざ
き崎

B
遺
跡
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
、
底
部
に
木

葉
痕
が
残
る
土
器
が
土
坑
の
中
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。

三み
た
ん
だ
し
ん
ぼ
り

反
田
新
堀
遺
跡
で
は
、
試
掘
調
査
で
住
居
跡
二
基
が

確
認
さ
れ
、
弥
生
時
代
中
期
の
土
器
が
多
く
出
土
し
、

そ
の
後
の
本
調
査
で
は
、
楕
円
形
を
し
た
、
弥
生
時
代

中
期
と
考
え
ら
れ
る
住
居
跡
が
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

堀ほ
り
ぐ
ち口
遺
跡
で
は
、
約
三
二
〇
〇
㎡
の
調
査
区
か
ら
、
弥

生
時
代
～
奈
良
・
平
安
時
代
の
住
居
跡
が
三
五
基
確
認

さ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
の
十
じ
ゅ
う
お
う
だ
い

王
台
式
土
器
や
古
墳
時
代

の
土
師
器
、
平
安
時
代
の
灰か
い
ゆ
う釉

陶
器
な
ど
が
出
土
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
美
零
） 調査で確認された中世の側溝跡

は
じ
め
て
の
経
験

はじめて入った虎塚古墳石室レプリカ

　

四
月
か
ら
、
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
で
働
き
始
め
て
、
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
一

年
間
は
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
小
学
生
を
た
く
さ
ん
引
き
連
れ
て
の
遺
跡

の
説
明
。
二
年
前
に
は
自
分
が
学
生
側
だ
っ
た
、
博
物

館
実
習
生
の
指
導
。
学
生
時
代
に
は
で
き
な
か
っ
た
様

々
な
遺
跡
の
発
掘
調
査
。
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
多

く
の
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
、
早
く
職
員
の
初

心
者
マ
ー
ク
が
と
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
一
年
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
次
は
ど
ん
な
経
験
が
で
き
る
の

か
楽
し
み
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
は
一
年
の
振
り
返
り

を
書
き
ま
し
た
が
、
次
は
何
を
書
こ
う
か
な
と
、
次
号

の
心
配
も
し
て
お
り
ま
す
…
。             　
（
田
中
美
零
）

　　参考文献　飛田英世　2018　「ひたちなか市の鎌倉街道」『常

総中世史研究』　第 6 号　茨城大学中世史研究会

ひたちなか市内の発掘調査 2019ひたちなか市内の発掘調査 2019
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2019（平成 31）年度市内遺跡調査一覧表

No. 遺跡名 次数 所在地 種別 時期 遺構・遺物

1 岡
おかだ い せ き

田遺跡 36 次 三反田 本調査 4 月 溝 1 条を確認。土師器，須恵器，石器，鉄製品が出土。

2 堀
ほりぐちいせき

口遺跡 30 次 堀口 試掘 4 月 住居跡 2 基（時期不明 2），溝 1（中世）を確認。縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，陶器，石器，
鉄製品，瓦，銅銭が出土。

3 御
ごしょうちいちいせき

所内Ⅰ遺跡 2 次 三反田 試掘 4 月 なし

4 西
にしなかねいせき

中根遺跡 5 次 中根 試掘 5 月 溝 9 条，土坑 1 基を確認（時期不明）。縄文土器，近世の陶器・土器が出土。

5 君
きみがだいいせき

ヶ台遺跡 14 次 中根 試掘 5 月 住居跡 1 基（古墳 1）を確認。縄文土器，土師器，近世の磁器が出土。

6 東
ひがしなかねしみずいせき

中根清水遺跡 5 次 中根 試掘 5 月 なし

7 石
いしだかいせき

高遺跡 12 次 武田 試掘 5 月 なし

8 黒
くろばかまいせき

袴遺跡 8 次 津田 試掘 6 月 住居跡 1 基（古墳 1）を確認。弥生土器，土師器，石製模造品が出土。

9 東
ひがしはらいせき

原遺跡 ９次 高野 試掘 6 月 住居跡 1 基を確認。

10 金
かねあげはなわいせき

上塙遺跡 11 次 金上 試掘 6 月 住居跡 1 基（奈良・平安）を確認。土師器，須恵器が出土。

11 市
いちげしもつぼいせき

毛下坪遺跡 19 次 市毛 試掘 ７月 住居跡 1 基を確認。

12 市
いちげかみつぼいせき

毛上坪遺跡 29 次 市毛 試掘 ７月 住居跡６基（古墳４，時期不明２）を確認。弥生土器，土師器，須恵器，不明鉄製品が出土。

13 下
しもたかいいせき

高井遺跡 7 次 三反田 本調査 ７月 住居跡 1 基（古墳 1）を確認。縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，石器（石鏃）が出土。

14 内
うちで い せ き

手遺跡 3 次 三反田 試掘 7 月 住居跡 1 基（時期不明 1）を確認。弥生土器，土師器，須恵器が出土。

15 御
ごしょ う ち に い せ き

所内Ⅱ遺跡 5 次 三反田 試掘 7 月 溝 1 条を確認。

16 根
ねざきびーいせき

崎 B 遺跡 1 次 田彦 試掘 8 月 土坑 2 基（時期不明）を確認。縄文土器，弥生土器，土師器が出土。

17 寄
よりいしんでんこふんぐん

居新田古墳群 1 次 田彦 試掘 9 月 溝２条を確認。

18 寄
よりいしんでんこふんぐん

居新田古墳群 ２次 田彦 試掘 9 月 なし

19 寄
よりいしんでんこふんぐん

居新田古墳群 ３次 田彦 試掘 9 月 溝 1 条を確認。

20 小
おぬきやまいせき

貫山遺跡 3 次 高野 試掘 9 月 なし

21 松
まつばらいせき

原遺跡 7 次 田彦 試掘 10 月 住居跡 4 基（古墳 1，時期不明 3），土坑 1 基を確認。土師器，鉄滓が出土。

22 三
みたんだしんぼりいせき

反田新堀遺跡 19 次 三反田 試掘 11 月 住居跡 2 基（弥生 1，時期不明 1），ピット１基を確認。弥生土器が出土。

23 寄
よりいしんでんこふんぐん

居新田古墳群 4 次 田彦 試掘 11 月 溝 1 条，土坑 1 基，ピット１基を確認。

24 三
みたん だ こ ふ ん ぐ ん

反田古墳群 3 次 三反田 試掘 11 月 周溝２条を確認。

25 向
むかいつぼいせき

坪遺跡 ６次 堀口 試掘 12 月 溝 1 条を確認。

26 大
おおだいらえーいせき

平 A遺跡 ６次 大平 試掘 12 月 住居跡 1 基，溝跡 1 条を確認。土師器，須恵器が出土。

27 三
みたんだしんぼりいせき

反田新堀遺跡 20 次 三反田 本調査 １月 住居跡 1 基を確認。弥生土器，土師器，須恵器が出土。

28 堀
ほりぐちいせき

口遺跡 31 次 堀口 試掘 1 月 住居跡 35 基（弥生 6 基，古墳 17 基，奈良・平安 8 基，時期不明 4 基），溝跡，土坑，ピットを確認。
弥生土器，土師器，須恵器，灰釉陶器，磁器が出土。

29 市
いちげかみつぼいせき

毛上坪遺跡 30 次 市毛 本調査 1 月 住居跡 4 基（弥生 1 基，古墳 3 基），土坑 3 基を確認。弥生土器，土師器が出土。

30 石
いしだかいせき

高遺跡 13 次 武田 試掘 1 月 なし

31 峪
はざまいせき

遺跡 2 次 三反田 試掘 2 月 なし

32 堀
ほりぐちいせき

口遺跡 32 次 堀口 本調査 2 月 住居跡２基（奈良・平安２基）を確認。土師器，須恵器，石製品，鉄製品，馬歯が出土。

33 浅
あさいないいせき

井内遺跡 4 次 浅井内 試掘 3 月 なし

向
むかいのえーいせき

野Ａ遺跡 7 次 馬渡 本調査 10 月 中世に推定される溝 1 条を確認。縄文土器，古銭（元祐通宝）が出土。

いくつも重なって確認された遺構（堀口遺跡） 現場の作業風景（市毛上坪遺跡）

ひたちなか市内の発掘調査 2019ひたちなか市内の発掘調査 2019
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栃木県宇都宮市

長岡百穴古墳

 今平　利幸

（宇都宮市教育委員会）

　

長
岡
百
穴
古
墳
は
、
栃
木
県
央
部
の
宇
都
宮
市
長
岡
町

に
所
在
す
る
。
昭
和
三
◯
年
七
月
二
六
日
に
栃
木
県
の
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

栃
木
県
内
の
横
穴
墓
は
長
岡
百
穴
古
墳
を
除
く
と
、
県

の
北
東
部
を
流
れ
る
那
珂
川
と
そ
の
支
流
の
荒
川
流
域
、

そ
れ
に
接
し
た
芳
賀
郡
北
部
の
小
貝
川
流
域
と
そ
の
支
流

域
の
地
域
に
限
ら
れ
、
栃
木
県
央
部
の
田
川
流
域
と
し
て

は
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

　

長
岡
百
穴
古
墳
は
、
宇
都
宮
丘
陵
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
の

岩
盤
を
形
成
す
る
砂
質
凝
灰
岩
に
掘
ら
れ
た
横
穴
墓
で
、

大
き
く
二
群
に
分
か
れ
、
西
群
八
基
、
東
群
四
四
基
、
合

わ
せ
て
五
二
基
あ
り
、
ほ
ぼ
三
段
に
掘
り
込
ま
れ
、
そ
の

す
べ
て
が
南
側
に
開
口
し
て
い
る
。

　

横
穴
墓
の
基
本
的
な
平
面
形
は
、
玄げ
ん
も
ん門
を
は
さ
ん
で
、

玄
室
が
羽
子
板
形
、
前
庭
部
が
ハ
字
形
又
は
台
形
状
で
、

断
面
は
ア
ー
チ
形
を
呈
す
る
。
玄
室
の
規
模
は
、
長
さ
約

一・一
ｍ
、
幅
約
◯
・
九
ｍ
、
高
さ
約
◯
・
六
ｍ
の
も
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
玄
門
は
、
長
方
形
に
掘
ら
れ
、
そ
の
外

側
に
は
、
扉
石
を
は
め
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
切
込
み
の
跡

が
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
床
面
に
は
排
水
溝
が
掘
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
形
態
に
よ
っ
て
①
床
面
の
排
水
溝
が
無

い
も
の
、
②
排
水
溝
が
主
軸
に
並
行
し
て
前
庭
部
ま
で
伸

び
る
も
の
、
③
排
水
溝
が
主
軸
に
直
行
す
る
も
の
、
④
排

水
溝
が
Ｔ
字
形
に
な
る
も
の
の
４
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

築
造
時
期
は
出
土
遺
物
が
無
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、

県
内
の
他
の
横
穴
墓
と
同
様
に
七
世
紀
代
に
造
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

尚
、
現
在
、
横
穴
の
奥
壁
を
見
る
と
仏
像
が
彫
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
室
町
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
横
穴
墓
の
周
辺
の
丘
陵
上
に
は
多
く
の
横
穴
式
石
室

ながおかひゃくあなこふん

長岡百穴古墳

期
に
瓦
塚
古
墳
群
と
長
岡
百
穴
古
墳
が
併
存
す
る
こ
と
か

ら
、
両
者
の
被
葬
者
に
は
性
格
の
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
造
営
集
団
差
や
階
層
差
な
ど
諸
説
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
人
々
の
ム
ラ
が
ど
こ
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

丘
陵
を
越
え
た
西
方
約
一
㎞
に
位
置
す
る
北
の
前
・
前
田

遺
跡
が
古
墳
時
代
後
期
～
平
安
時
代
に
か
け
て
の
集
落
跡

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
代
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。横穴墓の分布図

を
持
っ
た
後
期
古
墳
が
所
在

す
る
。
特
に
、
谷
を
挟
ん
だ

対
岸
の
丘
陵
上
に
は
、
前
方

後
円
墳
一
基
、
円
墳
四
一
基

か
ら
な
る
瓦
か
わ
ら
づ
か塚

古
墳
群
が
所

在
し
、
本
横
穴
墓
と
の
関
連

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
古
墳

群
は
、
六
世
紀
後
半
に
前
方

後
円
墳
で
あ
る
瓦
塚
古
墳
（
墳

長
四
五
ｍ
）
が
造
ら
れ
、
そ

の
後
、
七
世
紀
前
半
の
二
六

号
墳
（
直
径
四
◯
ｍ
）
ま
で

継
続
し
て
中
小
の
円
墳
が
造

ら
れ
た
。
七
世
紀
前
半
の
時

横穴墓実測図
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那 珂 川

中
根

那
珂
湊

平
磯

磯
崎

殿
山

高
田
の
鉄
橋

笠谷古墳群

虎塚古墳群

十五郎穴
横穴墓群

川子塚古墳

文
那珂湊中

文
那珂湊一小 海洋高

埋文センター

文
那珂湊二小

首塚

文

文
文

那珂湊高
支所

新宮素鵞神社

橿原神宮

酒列磯前神社

０ １km旧石器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 奈良・平安時代

約 13000 年前 約 2300 年前 約 1700 年前 約 1300 年前 約 800 年前

鷹ノ巣遺跡第２次調査では，弥生時代後期と奈良時代で，一辺が８～９ｍの超大型の住居跡が確認されています。

その弥生時代の住居跡からは，同時代のものとしては市内で初となるガラス小玉が 58 点出土しました。また，

古墳時代後期の住居跡からは，虎塚古墳の文様にも使われている，赤色顔料のベンガラが詰まった小型の壺が出

土しています。さらに，奈良時代の住居跡からは，「山田文マ子夜児」という文字が刻まれた瓦が見つかりました。

この文字は場所と名前を示しており，「山田」という場所の，「文部」の「子夜児」という人物の名前と考えられます。

鷹ノ巣遺跡第１次調査では，第 26 号住居跡から

弥生時代後期の特徴を持つ土器（十王台式土器）

と古墳時代前期の特徴を持つ土器が，いっしょに

出土しました。これは，弥生時代から古墳時代へ

の移り変わりを知ることができる，たいへん貴重

な例となりました。

新堤遺跡からは，弥生時代の壺が出土して

います。この壺は，子どもを埋葬するお棺

として使用されたものと考えられます。

上ノ内貝塚からは，オオツタノハ

（写真左）やユキノシタ（写真右）と

いう貝でつくられた，縄文時代の

アクセサリーが出土しました。

差渋遺跡で確認された弥生時代の土壙墓群。

ひたちなか市の遺跡 5（那珂湊中学区編②）改訂版
　那珂湊中学区には，現在，

77 の遺跡がみつかっていま

す。今回紹介する那珂湊第三

小学区には，35 の遺跡があ

ります。この中には，旧石器

時代の部田野西原遺跡，縄文

時代の上ノ内貝塚や宮前貝塚，

弥生時代の差渋遺跡，古墳～

平安時代の鷹ノ巣遺跡や部田

野山崎Ⅰ・Ⅱ遺跡といった各時

代の遺跡が存在しています。

　遺跡の発掘調査は，2018

年までに 32 回実施されてお

り，弥生～平安時代の住居跡

183 基が確認されました。大

規模な調査例として，1993

年に，ひたちなかインターチ

ェンジの建設に伴って調査さ

れた差渋遺跡では，弥生時代

のお墓である土壙墓が 32 基

が確認されました。また，差

渋遺跡のすぐ南側にあります鷹

ノ巣 遺 跡 では，1992・2005・

2012・2016 年度に調査が実施

され，弥生時代から平安時代

にかけての住居跡が 87 基確

認されています。住居跡から

は，弥生時代のガラス小玉や

奈良時代の文字が刻まれた瓦

など貴重な遺物が出土してい

ます。

2018 年までに発掘調査された遺跡 （地図上の●印）

三小地区 ： 神敷台遺跡 , 鍛冶屋窪遺跡 , 田宮原Ⅰ遺跡， 小谷金遺跡 , 上ノ内貝塚 , 上ノ内遺跡， 鷹ノ巣

                遺跡 ,差渋遺跡 ,部田野狢Ⅲ遺跡 ,山崎遺跡 ,赤坂遺跡， 宮前貝塚 ,宮後遺跡， 部田野西原

　　　　　　　　遺跡， 尼ヶ祢遺跡 ,新堤遺跡， 部田野山崎Ⅰ遺跡 ,部田野山崎Ⅱ遺跡 ,部田野西富士山遺跡

2018 年までに発掘調査された住居跡の数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　183 基　
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大
学
時
代
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
興
味
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
現
在
で
も
続
い
て
い
る
。

　

大
学
二
年
の
一
九
六
七
年
夏
、
国
文
学
者
で
教
授
の

臼う
す
だ
じ
ん
ご
ろ
う

田
甚
五
郎
先
生
が
顧
問
の
民
俗
学
研
究
会
（
正
確
で
は

な
い
）
が
、
津
軽
地
方
の
民
俗
調
査
を
す
る
こ
と
を
同
級

生
か
ら
聞
き
、
そ
の
調
査
に
参
加
さ
せ
て
貰
っ
た
。
調
査

地
金
木
（
現
青
森
県
五
所
川
原
市
）
へ
は
、
大
津
港
駅
か

ら
青
森
駅
行
の
鈍
行
に
乗
り
、
五
所
川
原
駅
で
乗
り
換
え
、

金
木
駅
へ
。
宿
舎
と
な
っ
た
旅
館
は
太
宰
治
の
生
家
斜
陽

館
近
く
で
、
参
加
者
は
一
◯
名
ほ
ど
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。
我
々
は
三
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
あ
ち

こ
ち
の
民
家
を
訪
ね
、
年
中
行
事
や
伝
説
な
ど
を
聞
き
歩

い
た
。
村
は
ず
れ
の
小
さ
な
寺
の
前
の
高
い
木
に
「
虫
お

く
り
」の
虫（
藁
製
の
龍
）が
く
く
ら
れ
て
い
る
の
を
発
見
。

お
堂
の
中
に
い
た
老
婆
達
に
、
盆
踊
り
唄
「
ナ
ニ
ヤ
ド
ヤ

ラ
ヨ
」
や
盆
踊
り
を
教
わ
り
、
津
軽
の
暑
い
夏
を
感
じ
た
。

調
査
を
終
え
る
と
参
加
し
て
い
た
成
田
先
輩
の
実
家
田
舎

館
村
へ
移
動
し
、
初
め
て
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
を
体
験
。
臼

田
先
生
は
性
別
と
命
日
だ
け
を
伝
え
、
恩
師
で
あ
る
折お
り
く
ち口

信し
の
ぶ夫

先
生
の
口
寄
せ
を
依
頼
し
た
。
イ
タ
コ
は
梓
あ
ず
さ
ゆ
み弓を

ビ

ン
ビ
ン
と
弾
き
、
周
り
に
は
茶
碗
な
ど
を
敲た
た

け
と
命
じ
て

一
体
化
さ
せ
、「
お
前
は
教
え
子
の
中
で
は
出
来
が
悪
く
…
」

と
語
り
出
し
た
。
臼
田
先
生
は
口
寄
せ
が
終
わ
っ
て
か
ら

「
体
が
震
え
る
く
ら
い
驚
い
た
。
ま
る
で
折
口
先
生
の
よ
う

だ
っ
た
。」と
興
奮
気
味
に
話
さ
れ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

田
舎
館
か
ら
の
帰
路
、
私
は
参
加
者
と
別
れ
て
木
造
町

（
現
つ
が
る
市
）
で
資
料
館
や
亀か
め
が
お
か
ヶ
岡
遺
跡
を
訪
ね
た
。
資

料
館
で
は
木
製
棚
の
中
に
あ
っ
た
あ
の
有
名
な
遮し
ゃ
こ
う
き

光
器
土

偶
を
見
学
し
、
そ
の
後
遺
跡
を
回
っ
た
。
遺
跡
近
く
の
小

川
で
は
赤
漆
が
塗
ら
れ
た
小
さ
な
土
器
片
を
発
見
。
そ
の

土
器
片
は
今
で
も
家
の
中
に
あ
る
と
思
う
が
現
在
行
方
不

明
。

　

木
造
町
か
ら
八
戸
市
の
是こ

れ
か
わ川
遺
跡
見
学
の
た
め
三
戸
町

の
伯
父
宅
を
訪
問
。
翌
日
、
高
校
三
年
生
の
従
妹
が
八
戸

市
内
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
従
妹
と
の
会
話
の
中
に
「
オ

シ
ョ
シ
イ
」
と
い
う
言
葉
が
何
度
か
出
て
き
た
の
で
尋
ね

る
と
、「
は
ず
か
し
い
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。
父
は
茨

城
で
生
ま
れ
た
が
五
戸
町
で
育
ち
、
母
も
五
戸
町
生
ま
れ

な
の
で
、
幼
い
頃
か
ら
南
部
弁
を
聞
い
て
い
た
。
そ
れ
で

も
柔
ら
か
い
抑
揚
の
あ
る
従
妹
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

「
オ
シ
ョ
シ
イ
」
は
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。

　

次
の
日
、
三
戸
町
か
ら
八
戸
市
に
向
か
い
、
八
戸
市
で

是
川
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
換
え
た
。
是
川
遺
跡
は
、
大

正
年
間
泉
山
兄
弟
に
よ
っ
て
発
見
・
調
査
さ
れ
、
出
土

品
は
私
費
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た
。
私
が
訪
ね
た

一
九
六
七
年
に
は
、
土
器
や
木
製
品
な
ど
の
出
土
遺
物
は

木
造
建
物
の
中
の
棚
に
雑
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
見
学

の
後
、
展
示
室
の
外
で
老
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
聞

き
慣
れ
た
南
部
弁
な
の
で
意
味
は
判
り
、「
何
処
か
ら
来
た

の
か
」
と
の
質
問
だ
っ
た
。
か
な
り
の
高
齢
で
、
話
し
て

い
る
う
ち
是
川
遺
跡
発
見
者
の
一
人
泉い
ず
み
や
ま
あ
や
じ
ろ
う

山
斐
次
郎
翁
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
斐
次
郎
翁
は
杖
を
つ
い
て
歩
い
て
お

ら
れ
、
会
話
の
中
で
よ
く
慶
應
義
塾
大
学
の
江え
さ
か
て
る
や

坂
輝
弥
先

生
の
名
が
出
た
。（
つ
づ
く
）

　

私的茨城考古学外史―遺跡・人　出会いと別れ―
第２回　発掘三昧への道　序章

瓦吹　堅

＊連載第１回（『埋文だより』第 51 号）に掲載したプロフィールに誤りがありましたので，訂正し再掲載します。

プロフィール
1948（昭和 23）年茨城県多賀郡関本村生まれ。

國學院大學史学科卒。1977（昭和 52）年より

2008（平成 20）年まで，茨城県教育財団・茨城

県立歴史館勤務。現在，茨城キリスト教大学非

常勤講師，高萩市歴史民俗資料館館長兼文化財

専門員，茨城県考古学協会会長。／主な著作「茨

城の土偶」『東国の土偶』等。
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文
字

に
書
か
れ
た

1 CASE  MUSEUM   Vol.50 公益財団法人　ひたちなか市生活 ・文化 ・ スポーツ公社

日時 ： ２０１９年１０月 26 日 ( 土 ) ～１２月 15 日 ( 日 )

休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　9：00~17：00（入館は 16：30 まで）

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
茨城県ひたちなか市中根３４９９　TEL：０２９－２７６－８３１１

入場無料

瓦

ワンケース・ミュージアム 50ワンケース・ミュージアム 50
　

平
成
十
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
今
回
で
な
ん
と
五
十
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
五
十
回
目
の
テ
ー
マ
は
、
奈
良
時
代
の
瓦
を

焼
く
窯
か
ら
出
土
し
た
、
文
字
瓦
で
す
。
ひ
た
ち
な

か
市
で
は
足た

ら
ざ
き崎

に
所
在
す
る
、
原は

ら
の
て
ら
が
よ
う
せ
き
ぐ
ん

の
寺
瓦
窯
跡
群
と

奥お
く
や
ま
が
よ
う
せ
き

山
瓦
窯
跡
が
瓦
を
焼
い
て
い
た
窯
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
両
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
瓦
の
中
に
は
、

文
字
が
書
か
れ
た
瓦
が
多
く
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

そ
の
文
字
が
書
か
れ
た
瓦
を
「
文
字
瓦
」と
呼
び
、
当
時

の
窯
業
生
産
の
体
制
や
情
勢
を
知
る
手
が
か
り
の
一
つ

と
し
て
扱
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
種
類
の
文
字
瓦

様
々
な
種
類
の
文
字
瓦

　

瓦
に
書
か
れ
た
文
字
に
は
、
生
産
さ
れ
た
時
期
や
場

所
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
文
字
の
書
か
れ
た
意
図
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
瓦
の
製
作
を
記
念
し
て

年
号
や
作
者
を
記
す
。
製
作
し
た
工
房
名
や
管
轄
す
る

役
所
な
ど
、
生
産
場
所
と
供
給
場
所
を
記
す
。
瓦
製
作

➡➡

➡➡
➡➡

を
負
担
し
た
土
地
や
人
の
名
前
を
記
す
、
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
内
か
ら
出
土
し
た
文
字
瓦
は
、
主
に

地
名
や
集
団
名
で
す
。
「
津
田
」　

「
岡
田
」は
、
瓦
製
作

を
負
担
し
た
土
地
か
ら
の
発
注
を
、
工
房
で
識
別
す
る

た
め
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
清

水
矢
作
マ
」　

「
弓
作
」
は
武
器
生
産
に
従
事
し
て
い
た

集
団
名
で
、
当
時
の
税
で
あ
る
雑ぞ

う
よ
う徭

の
代
わ
り
に
、
瓦

工
人
へ
の
食
糧
な
ど
を
納
め
て
い
た
た
め
に
、
記
名
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
字
の
意
味
は
諸
説
あ
り
、
ま
た
出
土
し

た
瓦
も
完
全
な
形
を
し
た
物
が
少
な
く
、
文
字
瓦
の
全

貌
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
今
後
の
研
究
に
大
き
く

期
待
さ
れ
ま
す
。

文
字
瓦
の
記
名
方
法

　

現
代
で
も
様
々
な
文
房
具
が
あ
る
よ
う
に
、
瓦
に
文

字
を
書
く
方
法
に
も
種
類
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
先

の
尖
っ
た
棒
状
の
道
具
で
書
く
ヘ
ラ
書
き
。
押お

う
い
ん印

と
い

う
文
字
の
彫
ら
れ
た
ス
タ
ン
プ
を
押
す
方
法
。
直
接
指

で
書
く
方
法
。
ま
た
、
瓦
が
焼
き
あ
が
っ
た
後
に
、
墨

で
文
字
を
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
の
文
字
瓦
は
主
に
、
ヘ
ラ
書
き
か
押
印
で
書
か

れ
、
わ
ず
か
に
指
を
使
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
押
印

が
押
捺
さ
れ
た
形
は
、
「
*
」
の
よ
う
に
み
え
、
こ
の
押

印
が
示
す
形
の
意
味
は
、
ま
だ
詳
し
く
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
形
は
、
よ
く
見
る
と
「
傷
」が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
「
傷
」と
は
、
こ
の
押
印
を
使
用
し
て

い
る
う
ち
に
、
欠
け
た
り
削
れ
て
し
ま
っ
た
り
と
摩
耗

し
て
い
き
、
そ
の
状
態
の
ま
ま
瓦
に
使
用
し
、
摩
耗
し

た
部
分
が
瓦
に
も
反
映
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。

よ
く
見
る
と
、
傷
が
な
い
も
の
、
一
ヵ
所
に
あ
る
も
の
、

二
ヵ
所
に
傷
が
あ
る
も
の
と
、
三
通
り
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
の
痕
跡
か
ら
、
使
用
し
て
い
る
う
ち
に

傷
が
一
つ
二
つ
と
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
、
経
過
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
押
印
は
形
の
端
ま

で
、き
れ
い
に
押
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

そ
れ
が
端
が
摩
耗
し
て
な
く
な
っ
た
の
か
、
力
を
均
等

に
込
め
て
押
し
て
い
な
い
の
か
、
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
摩
耗
し
て
い
た
と
す
る
と
、
必
ず
き
れ
い
な

状
態
の
押
印
を
使
用
し
て
い
た
瓦
が
出
土
す
る
窯
が
、

あ
る
は
ず
で
す
。
ど
こ
か
に
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な

い
窯
跡
が
、
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。　
　
　
　

（
田
中
美
零
）

参
考
文
献　

川
口
武
彦　

二
〇
〇
九　
「
ひ
た

ち
な
か
市
原
の
寺
瓦
窯
跡
群
・
奥
山
瓦
窯
跡
出

土
の
文
字
瓦
ー
記
銘
内
容
の
再
検
討
を
中
心
と

し
て
ー
」『
常
総
台
地
16
』　

常
総
台
地
研
究
会

　

傷なし 傷１か所 傷２か所

展示の様子
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資料紹介

磯
いそざきひがし

崎東古墳群出土の玉類
　　奈良女子大学　大賀　克彦

　磯崎東古墳群は，ひたちなか市磯崎地内に
位置する古墳群で，50 基以上の古墳が群集し
ています。現在までに 10 回以上の発掘調査
を実施し，大刀や鏡などたくさんの遺物が出
土しました。今回の報告では，1990 年度の第
２次調査と 2011 年度の第９次調査で出土し
たガラス小玉などの玉類を対象として分析を
実施しました。その結果，時期や玉組成にお
ける特徴などが判明しました。

磯崎小学校敷地内第１号石室

　

は
じ
め
に

　
ひ
た
ち
な
か
市
磯
崎
東
古
墳
群
は
、
太
平
洋
に
向

か
っ
て
突
き
出
し
た
岬
に
所
在
す
る(

図
一)

。
立
地

が
文
字
通
り
の
海
岸
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
造
営
集
団
の

性
格
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
複
数
回
の
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、古
墳
時
代
後
期
の
群
集
墳
と
、

そ
の
周
辺
に
散
在
す
る
石
室
墓
や
箱
式
石
棺
墓
が
検
出

さ
れ
て
い
る
。
既
調
査
事
例
の
中
に
は
大
型
の
古
墳
や

副
葬
品
が
豊
富
な
古
墳
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
若
干

の
玉
類
や
鉄
器
の
副
葬
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
。
玉

類
の
副
葬
は
、
第
二
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
箱
式
石
棺

墓
の
う
ち
東
側
の
も
の(

図
三)

、
第
九
次
調
査
と
し

て
磯
崎
小
学
校
敷
地
内
で
検
出
さ
れ
た
一
号
墳
お
よ
び

一
号
石
室(

図
四)

の
計
三
基
の
古
墳
に
お
い
て
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
出
土
し
た
玉
類
を
網
羅
的

に
調
査
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
を
報

告
す
る
。

100m0

第２次調査

磯崎小学校
敷地内調査区

　
一
　
出
土
し
た
玉
類
の
概
要

①
第
二
次
調
査
の
箱
式
石
棺
墓

　
第
二
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
二
基
の

箱
式
石
棺
墓
の
う
ち
、
東
側
の
一
基
か

ら
ガ
ラ
ス
小
玉
が
約
五
〇
点
出
土
し
た

(

茨
城
県
教
育
委
員
会
一
九
九
三)

。
現

在
は
、
四
十
七
点
分
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る(

図
二)

。
す
べ
て
中
空
の

ガ
ラ
ス
管
を
切
断
し
、
加
熱
成
型
で
丸

味
を
つ
け
て
仕
上
げ
る
と
い
う
引
き
伸

ば
し
法
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
大
量
生
産
に
適
し
た
製
作
技
法
は

古
代
の
日
本
列
島
に
は
受
容
さ
れ
て
お

ら
ず
、
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
小
玉
は
す
べ

て
列
島
外
部
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
。

　
ガ
ラ
ス
小
玉
は
、
コ
バ
ル
ト
で
着
色

さ
れ
た
紺
色
を
呈
す
る
も
の
一
〇
点

と
、
銅
で
着
色
さ
れ
た
青
色
系
の
色
調

を
呈
す
る
も
の
三
十
七
点
に
区
分
で
き

る
。肉
眼
観
察
か
ら
の
推
定
で
あ
る
が
、

前
者
は
、
一
点
以
外
、
植
物
灰
タ
イ
プ

図１　磯崎東古墳群古墳分布図

図２　第２次調査東棺出土ガラス小玉の一部図３　第２次調査東棺
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図５　磯崎小学校敷地内１号墳出土の勾玉

と
呼
称
し
て
い
る
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス
製
で
あ
る
。
西
ア
ジ

ア
も
し
く
は
中
央
ア
ジ
ア
で
製
造
さ
れ
、
主
に
陸
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
輸
入
さ
れ
た
。
後
者
は
す
べ

て
高
ア
ル
ミ
ナ
タ
イ
プ
と
呼
称
し
て
い
る
ソ
ー
ダ
ガ
ラ

ス
製
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
周
辺
で
製
造
さ
れ
た
も
の

が
、
主
に
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
輸
入
さ
れ

た
。

②
磯
崎
小
学
校
敷
地
内
一
号
墳

　
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
円
墳
で
あ
る(

稲

田
二
〇
一
七)

。
現
在
、
整
理
中
の
た
め
変
動
す
る
可

能
性
も
あ
る
が
、
実
見
で
は
瑪め

の

う瑙
製
の
勾
玉
九
点(

図

五)

、
土
製
丸
玉
十
四
点
、
ガ
ラ
ス
小
玉
三
十
八
点
が

確
認
で
き
た
。
瑪
瑙
製
勾
玉
は
す
べ
て
片
面
か
ら
穿せ
ん
こ
う孔

さ
れ
て
お
り
、
形
状
的
な
特
徴
か
ら
山
陰
地
域
、
特
に

現
在
の
松
江
市
周
辺
の
玉
作
遺
跡
で
製
作
さ
れ
た
こ
と

が
判
る
。
土
製
丸
玉
は
二
種
類
あ
り
、
ド
ー
ナ
ツ
状
の

丸
味
を
持
っ
た
七
点
と
、
臼
状
の
円
筒
形
を
呈
す
る
七

点
に
区
分
さ
れ
る
。
後
者
は
連
玉
状
に
製
作
さ
れ
た
個

体
が
中
心
で
、
表
面
の
黒
色
化
処
理
も
丁
寧
で
あ
る
。

ガ
ラ
ス
小
玉
の
う
ち
、
引
き
伸
ば
し
法
で
製
作
さ
れ
た

二
十
点
は
、
一
点
が
カ
リ
ガ
ラ
ス
製
で
あ
る
と
推
定
さ

れ
る
以
外
、
す
べ
て
高
ア
ル
ミ
ナ
タ
イ
プ
の
ソ
ー
ダ
ガ

ラ
ス
製
で
あ
る
。
銅
で
着
色
さ
れ
た
青
色
系
の
色
調
を

呈
す
る
も
の
の
中
に
、
一
点
だ
け
黄
色
不
透
明
を
呈
す

る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
色
調
は
、
錫
酸
鉛
と
呼
称

さ
れ
る
人
工
的
に
合
成
し
て
製
造
さ
れ
た
顔
料
を
、
ガ

ラ
ス
中
に
混
和
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
ア

ル
ミ
ナ
タ
イ
プ
の
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス
の
着
色
に
使
用
さ
れ

る
錫
酸
鉛
の
鉛
原
料
は
、
タ
イ
の
鉱
山
で
産
出
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
他
の
十
八
点
の
ガ
ラ
ス
小
玉
も
、
引
き
伸
ば
し
法
に

類
似
し
た
技
法
で
製
作
さ
れ
て
い
る
が
、
や
や
扁
平

で
、
片
方
の
小
口
面
の
み
が
丸
味
を
持
つ
上
下
非
対
称

で
特
徴
的
な
形
状
を
呈
す
る
。
ガ
ラ
ス
管
を
切
断
し
た

後
の
整
形
方
法
が
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
変
則
的

な
引
き
伸
ば
し
法
と
呼
称
し
て
区
別
し
て
い
る
が(

大

賀
二
〇
一
〇)

、
詳
細
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
コ
バ

ル
ト
で
着
色
さ
れ
た
紺
色
を
呈
す
る
。
材
質
は
植
物
灰

タ
イ
プ
の
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス
製
で
、
西
ア
ジ
ア
も
し
く
は

中
央
ア
ジ
ア
で
製
造
さ
れ
た
。

③
磯
崎
小
学
校
敷
地
内
一
号
石
室

　
周
溝
を
伴
わ
な
い
横
穴
式
石
室
で
あ
る(

稲
田

二
〇
一
七)

。
実
見
で
は
水
晶
製
の
切き
り
こ
だ
ま

子
玉
八
点
、
蛇じ
ゃ
も
ん
が
ん

紋
岩

製
の
丸
玉
十
三
点(

図
六)

と
、
多
数
の
ガ
ラ
ス
小
玉

が
出
土
し
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
小
玉
は
破
片
を
多
く
含
む

こ
と
か
ら
総
数
は
明
確
で
は
な
い
が
、
二
六
〇
点
分
以

上
は
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
形
状
や
穿
孔
方
法
の

特
徴
と
分
布
状
況
か
ら
水
晶
製
切
子
玉
は
山
陰
地
域
、

蛇
紋
岩
製
丸
玉
は
静
岡
県
周
辺
で
製
作
さ
れ
た
も
の

(

戸
根
二
〇
〇
八)

と
考
え
ら
れ
る
。

図４　磯崎小学校敷地内第１号墳と第１号石室

　　　確認状況図

S1 S2 S3 S4 S6

S7 S8
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ガ
ラ
ス
小
玉
は
、種
類
が
判
断
で
き
た
も
の
の
う
ち
、

九
割
以
上
が
鋳
型(

図
七)

を
利
用
し
て
製
作
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、古
墳
時
代
の
日
本
列
島
に
お
い
て
は
、

未
加
工
の
素
材
ガ
ラ
ス
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
お
ら

ず
、
完
成
品
の
玉
が
原
料
と
し
て
は
利
用
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
の
た
め
、
鋳
型
を
用
い
た
加
工
は
純
粋
な

製
作
技
法
の
一
種
と
い
う
よ
り
も
、
欠
損
品
を
再
生
す

る
た
め
の
技
法
で
あ
っ
た
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
鋳

型
で
再
生
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
小
玉
の
一
点
は
風
化
の
影
響

が
顕
著
で
、
白
色
化
し
て
い
た(

図
八)

。
こ
の
個
体

に
関
し
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
結

果
は
次
章
で
述
べ
る
。
他
の
種
類
は
一
号
墳
等
と
基
本

的
に
共
通
し
て
い
る
。
変
則
的
な
引
き
伸
ば
し
法
で
製

作
さ
れ
た
紺
色
を
呈
す
る
も
の
も
八
点
含
ま
れ
る
。

　
二
　
ガ
ラ
ス
小
玉
の
材
質
調
査

　
磯
崎
小
学
校
敷
地
内
一
号
石
室
か
ら
出
土
し
た
ガ
ラ

ス
小
玉
の
一
点
は
、風
化
の
影
響
で
白
色
化
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
他
の
個
体
と
は
異
な
り
、
材
質
が
鉛

ガ
ラ
ス
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

　
鉛
ガ
ラ
ス
は
古
墳
時
代
後
期
末
に
出
現
し
、
北
部
九

州
を
中
心
と
し
て
一
定
の
流
通
量
が
認
め
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
鉛
ガ
ラ
ス
製
の
小
玉
は
巻
き
付
け
法
で
製
作
さ

れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
鋳
型
を
用
い
て
再
生
さ
れ

た
も
の
は
多
く
な
い
。
管
見
で
は
、
ま
と
ま
っ
た
量
で

出
土
し
た
の
は
東
京
都
世
田
谷
区
に
所
在
す
る
殿と
の
や
ま山

図７　埼玉県薬師堂東遺跡出土のガラス小玉
　　　鋳型

図８　鉛ガラス製の鋳型
　　　造ガラス小玉

図９　殿山 13 号横穴墓出土のガラス小玉

図６　磯崎小学校敷地内１号石室出土の丸玉
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表１　鉛同位体比の分析結果 十
三
号
横
穴
墓(

図
九)

お
よ
び
西に

し

や

ど

谷
戸
Ａ
二
号
横
穴

墓
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
で

最
多
の
鋳
型
が
出
土
し
た
埼
玉
県
薬や
く
し
ど
う
ひ
が
し

師
堂
東
遺
跡
で

は
、
原
料
と
し
て
鉛
ガ
ラ
ス
が
主
体
的
に
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た(

田
村
二
〇
一
九)

。
こ
の

よ
う
に
、
鉛
ガ
ラ
ス
を
原
料
と
す
る
鋳
型
玉
の
流
通
に

は
不
整
合
な
点
が
多
い
。
そ
こ
で
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ

を
蓄
積
す
る
た
め
に
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
。

　
材
質
に
関
し
て
は
、
風
化
の
影
響
が
大
き
い
が
、
ほ

ぼ
純
粋
な
鉛
ガ
ラ
ス
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
材
質

が
異
な
る
ガ
ラ
ス
の
混
合
を
窺
わ
せ
る
証
拠
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
類
例
の
ほ
と
ん
ど
は
銅
で
着
色
さ

れ
た
緑
色
を
呈
す
る
が
、
本
例
に

関
し
て
は
着
色
成
分
も
検
出
で
き

な
か
っ
た
。
風
化
の
た
め
に
溶
脱

し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
次
に
、
鉛
原
料
の
産
地
を
検
討

す
る
た
め
、
鉛
同
位
体
比
の
測
定

を
行
っ
た
。
結
果
は
表
一
の
通
り

で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
資
料
と
比

較
し
た
結
果
は
図
一
〇
に
示
す
。

領
域
Ｐ
と
呼
称
し
て
い
る
半
直
線

上
の
、
端
点
付
近
に
プ
ロ
ッ
ト
さ

れ
る
。
領
域
Ｐ
は
朝
鮮
半
島
の

百く

だ

ら済
産
の
鉛
ガ
ラ
ス
製
品
が
集
中

す
る
領
域
で
、
日
本
列
島
の
古
墳

か
ら
出
土
す
る
ガ
ラ
ス
小
玉
も
、

多
く
は
領
域
Ｐ
に
帰
属
す
る
鉛
同

位
体
比
を
持
つ
。
ま
た
、
薬
師
堂
東
遺
跡
出
土
の
鋳
型

に
残
存
す
る
ガ
ラ
ス
片
の
鉛
同
位
体
比
も
領
域
Ｐ
に
帰

属
す
る(

田
村
二
〇
一
九)

。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
磯
崎
東
古
墳
群
出
土
例
は
百
済

産
の
鉛
ガ
ラ
ス
製
小
玉
を
原
料
と
し
て
再
生
さ
れ
た
も

の
で
、
薬
師
堂
東
遺
跡
に
お
い
て
加
工
さ
れ
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
他
遺
跡
の
出

土
例
に
関
し
て
も
、
調
査
を
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
三
　
玉
組
成
に
お
け
る
特
徴

　
古
墳
に
副
葬
さ
れ
る
玉
の
組
成
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
し
か
し
、
時
期
や
地
域
、
も
し
く
は
階
層
的
な
位

置
付
け
に
規
定
さ
れ
て
、
一
定
の
共
通
性
も
認
め
ら
れ

る
。

　
本
稿
に
お
い
て
対
象
と
し
た
三
基
の
古
墳
に
関
し
て

は
、
ま
ず
、
一
定
の
時
間
差
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
磯
崎
小
学
校
敷
地
内
の
調
査
で
検
出
さ
れ
た
二
基

に
関
し
て
は
、
変
則
的
な
引
き
伸
ば
し
法
で
製
作
さ
れ

た
ガ
ラ
ス
小
玉
や
蛇
紋
岩
製
丸
玉
な
ど
、
後
期
末
に
新

出
す
る
要
素
を
含
む
の
に
対
し
て
、
第
二
次
調
査
の
箱

式
石
棺
墓
で
は
全
く
組
成
し
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
第

二
次
調
査
の
箱
式
石
棺
墓
の
方
が
時
期
的
に
先
行
す
る

こ
と
が
判
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
箱
式
石
棺
墓
か
ら
出
土

し
た
ガ
ラ
ス
小
玉
に
は
、
鋳
型
で
再
生
さ
れ
た
も
の
を

含
ま
な
い
。
東
日
本
で
は
後
期
後
半
以
降
に
鋳
型
で
再

生
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
小
玉
の
比
率
が
激
増
し
、
八
割
程
度

に
達
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
箱
式
石
棺
墓
は
後
期
前
半

に
比
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
後
期
末
以
降
に
降
る

図 10　各種の鉛ガラス製品に関する鉛同位体比の比較

207Pb/206Pb 208Pb/206Pb 206Pb/204Pb 207Pb/204Pb

No. １-43
（個体番号）

0.8992 2.2399 17.344 15.595

測定精度 ±0.0003 ±0.0006 ±0.010 ±0.010
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一
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墳
出
土
の
瑪
瑙
製
勾
玉
の
う
ち
二
点(

Ｓ
四
お
よ
び
Ｓ

八)

は
、
他
よ
り
胴
部
が
間
延
び
し
た
縦
長
な
形
状
を

呈
す
る
。
す
な
わ
ち
、
他
の
七
点
よ
り
製
作
時
期
が
新

し
い
も
の
で
、
山
陰
系
の
勾
玉
の
形
状
変
化
に
お
い
て

は
最
終
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い(

大

賀
二
〇
〇
九)

。
一
方
、
一
号
石
室
の
水
晶
製
切
子
玉

は
大
き
さ
の
相
違
が
大
き
い(

図
一
一)

。
山
陰
地
域

に
お
け
る
水
晶
製
切
子
玉(

図
一
一
の
領
域
Ｓ)

の
製

作
は
後
期
中
葉
に
開
始
さ
れ
、
当
初
は
幅
と
高
さ
が
一

セ
ン
チ
前
後
の
小
型
品
で
あ
っ
た
の
が
、
時
期
が
降
る

と
と
も
に
大
型
で
、
ス
マ
ー
ト
な
形
状
に
変
化
す
る

(

大
賀
二
〇
〇
九)

。
一
号
石
室
か
ら
は
出
現
直
後
の

も
の
と
、
大
型
化
が
最
も
進
行
し
た
段
階
の
も
の
が
混

在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
山
陰
系
の
玉
類
に
関
し
て
は
、

最
も
新
し
い
時
期
に
製
作
さ
れ
た
玉
が
と
も
に
出
土
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
ガ
ラ
ス
小
玉
の
様
相
差
を
考
慮

す
る
と
、
一
号
墳
か
ら
出
土
し
た
新
相
の
勾
玉
は
追
葬

に
伴
う
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
磯
崎
東
古
墳

群
の
三
基
の
古
墳
は
一
定
の
時
間
差
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
当
該
地
域
に
お
い
て
標
準
的
な

組
成
を
示
す
。
ま
た
、
同
じ
種
類
の
玉
に
関
し
て
も
製

作
時
期
が
異
な
る
も
の
が
混
在
す
る
こ
と
や
、
副
葬
ま

で
に
一
定
の
使
用
期
間
が
見
込
ま
れ
る
玉
類
が
含
ま
れ

る
一
方
で
、
倭
王
権
が
配
布
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ

る
種
類
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
、
被
葬
者
が
王
権
と
直

接
的
な
関
係
を
持
つ
よ
う
な
立
場
で
は
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
結
語

　
磯
崎
東
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
玉
類
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
知
見
を
紹
介
し
た
。
今
後
は
、
周

辺
地
域
の
資
料
と
の
比
較
な
ど
を
進
め
、
地
域
的
な
特

質
や
古
墳
の
築
造
と
玉
類
の
生
産
や
副
葬
と
の
因
果
関

係
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
た
い
と
思
う
。

　
謝
辞

　
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
稲
田

健
一
氏
に
は
、
玉
類
の
調
査
と
本
稿
の
執
筆
に
つ
い
て

格
別
の
御
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
末
尾
に
な
り
ま
し
た

が
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

0.00 4.00 8.00 12.00 16.00 20.00 24.00

全
長

幅

水晶切子玉

磯崎小学校敷地内

十五郎穴101号横穴

㎜

㎜

領域Ｋ

領域Ｓ

18



2019 後期

2424　

ウ
メ

　

ウ
メ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
花
は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
入
口
に
あ

る
ウ
メ
（
紅
梅
）
で
す
。
ウ
メ
は
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
の
落
葉
高
木
で

す
。
花
は
、
早
春
の
二
～
三
月
に
、
葉
に
先
立
っ
て
咲
き
ま
す
。
花
の

色
は
通
常
は
白
色
。
花
弁
は
五
枚
、
雌
し
べ
は
一
つ
、
雄
し
べ
は
多
数

あ
り
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、
中
国
語
の
梅
（
メ
イ
）
か
ら
転
化
し
て
、

ウ
メ
と
な
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。
花
の
後
は
、
サ
ク
ラ
の
花
が

終
わ
る
頃
に
葉
が
茂
り
ま
す
。
そ
の
頃
に
ウ
メ
の
実
は
す
で
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
ウ
メ
の
木
は
、
新
年
最
初
に
出
会
う
花
で
す
。
な
の
で

私
は
毎
年
新
年
が
始
ま
る
と
こ
の
ウ
メ
の
木
を
観
察
し
て
、
花
が
咲
い

た
の
を
見
て
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
っ
と
花
に
近

づ
い
て
香
り
を
楽
し
ん
で
し
ま
す
。
ウ
メ
の
花
が
終
わ
る
と
、
サ
ク
ラ

の
季
節
と
な
り
、
春
の
虎
塚
古
墳
壁
画
公
開
が
始
ま
り
ま
す
。

　

                                                                                    　

（
稲
田
健
一
）

2020.1.30

10
月

1
-
8

松
原
遺
跡
試
掘
調
査
／9

-
3
1

向

野
Ａ
遺
跡
本
調
査
／1

2

臨
時
休
館
／

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑦
「
さ
わ
っ
て
楽
し

い
考
古
学
」(

台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
中
止)

2
0

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑧
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

を
つ
く
ろ
う
」（
講
師
・
三
井
猛
氏 

梅

田
由
子
氏
）／2

6

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
50
「
瓦
に
書
か
れ
た
文
字
」開
始

／
中
根
と
き
わ
会
虎
塚
古
墳
除
草
作
業

／2
7

ひ
た
ち
な
か
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
見
学
／2

8

中
根
小
学
校
1
年
生

ド
ン
グ
リ
拾
い
／2

9
-
3
0

勝
田
三
中
2

年
生
職
場
体
験
／3
1

虎
塚
古
墳
一
般

公
開
／
那
珂
市
菅
谷
西
小
学
校
6
年
生

社
会
科
見
学（
下
段
右
端
写
真
）
／
中
根
小
学

校
6
年
生
社
会
科
見
学
／
『
埋
文
だ
よ

り
』第
51
号
発
行

11
月

1

磯
崎
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学
／

／
阿
字
ヶ
浦
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見

学
／
三
反
田
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見

学
／
毎
日
旅
行
社
見
学
／1

-
4

虎
塚
古

墳
一
般
公
開
／3

出
前
授
業
（
堀
口
小
学
校

ふ
れ
あ
い
祭
り
）

6 

日
立
市
郷
土
博
物
館
特
別
展
「
長
者

山
遺
跡
が
つ
な
ぐ
古
代
の
道
と
常
陸
国

風
土
記
の
世
界
」
へ
資
料
貸
出
【
十
五
郎
穴

横
穴
墓
群
須
恵
器
杯
ほ
か
】

黒
澤
響
氏
（
茨
城
大
学
生
）
資
料
調
査
【
馬
渡
埴

輪
製
作
遺
跡
埴
輪
】（
下
段
右
端
写
真
）

7-9

三
反
田
新
堀
遺
跡
試
掘
調
査
／8

毎
日
旅
行
社
見
学
／8-10

虎
塚
古
墳

一
般
公
開
／9

ふ
る
さ
と
考
古
学
ふ
る

さ
と
考
古
学
⑨
「
虎
塚
古
墳
の
秘
密
⁉

３
」（
講
師
・
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏 

稲
田

健
一
）／10

ふ
る
さ
と
考
古
学
ふ
る
さ

と
考
古
学
⑩「
虎
塚
古
墳
の
秘
密
⁉
４
」

（
講
師
・
鈴
木
康
二
氏
）

24

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑪
「
フ
ィ
ー
ル
ド

探
検
」（
講
師
・
矢
野
徳
也
氏
）

26

寄
居
新
田
古
墳
群
試
掘
調
査
開
始

／27

三
反
田
古
墳
群
試
掘
調
査
開
始

ふるさと考古学⑨＆⑩

学校カメラマン
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2
1

市
毛
上
坪
遺
跡
本
調
査
開
始
／29

石
高
遺
跡
試
掘
調
査
開
始

2
月

4

堀
口
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／4-6

峪

遺
跡
試
掘
調
査
／6

寒
波
襲
来

7
石
高
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／
第
17
回

企
画
展
「
古
代
茨
城
の
漁
撈
」
開
始
／

1
2

市
毛
上
坪
遺
跡
本
調
査
終
了
／16

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学
第
13
回
①

「
常
陸
国
風
土
記
に
み
る
鳥
・
獣
・
魚
」

（
講
師
・
矢
野
徳
也
氏
）／
髙
野
貴
美
子

氏
資
料
寄
贈【
カ
ラ
ム
シ
製
あ
ん
ぎ
ん
織
再
現
服
】

1
8

堀
口
遺
跡
本
調
査
開
始

月
開館

日数

個人 団体 計

（人） （団体） （人） （人）
10月 27 230 5（3） 77 （49） 307
11月 26 1247 8（3） 175 （54） 1422
12月 23 92 4（0） 65 （0） 157
1月 23 111 0（0） 0 （0） 111
2月 25 144 4（1） 179 （79） 323
3月 26 142 0（0） 0 （0） 142
合計 150 1966 21（7） 496（182） 2462

12
月

1
ふ
る
さ
と
考
古
学
⑫
「
や
っ
ぱ
り
楽

し
い
考
古
学
」（
講
師
・
さ
か
い
ひ
ろ
こ

氏
）

4

寄
居
新
田
古
墳
群
・
三
反
田
古
墳

群
試
掘
調
査
終
了
／1

5

ワ
ン
ケ
ー
ス

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
50
終
了
／1

0
-
1
1

向
坪

遺
跡
試
掘
調
査
／1

7
-
2
0

大
平
Ａ
遺
跡

試
掘
調
査
／2

4

群
馬
県
立
歴
史
博
物

館
よ
り
資
料
返
却【
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
ハ
ー
ト
形

土
偶
】
／
茂
木
雅
博
氏
資
料
調
査【
武
田
遺
跡

群
鉄
製
紡
錘
車
】／2

6

ひ
た
ち
な
か
市
史
跡

保
存
対
策
委
員
会
／2

7

坂
本
氏（
千
葉
商

科
大
学
付
属
高
校
教
諭
）研
究
相
談
対
応

1
月

7
-
2
1

三
反
田
新
堀
遺
跡
本
調
査
／9

堀
口
遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／
茨
城
県
立

歴
史
館
資
料
調
査【
後
野
遺
跡
旧
石
器
ほ
か
】／

2
2

小
川
忠
博
氏
資
料
撮
影
【
三
反
田
蜆
塚
貝
塚

土
偶
】

20

石
岡
市
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
県
内

視
察
研
修
見
学
／23

ひ
た
ち
な
か
市

の
考
古
学
第
13
回
②「
茨
城
県
の
奈
良
・

平
安
時
代
の
網
漁
」（
講
師
・
佐
々
木
義

則
）／28

那
珂
市
菅
谷
東
小
学
校
６
年

生
社
会
科
見
学

3
月

1

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学
第
13
回
③

講
師
・
津
野
仁
氏

(

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
中
止)

／4

日
立
市
郷
土
博
物

館
よ
り
資
料
返
却
／8

ひ
た
ち
な
か
市

の
考
古
学
第
13
回
④
講
師
・
安
室
知
氏

(

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止)

／

11

堀
口
遺
跡
本
調
査
終
了
／11-17

浅
井
内
遺
跡
試
掘
調
査
／14

『
令
和
元

年
度
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
発

行
／17-19

柏
瀬
拓
巳
氏
資
料
調
査【
三

反
田
遺
跡
土
器
ほ
か
】
／26-29

虎
塚
古
墳
一

般
公
開

(

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中

止)
／31

『
埋
文
だ
よ
り
』第
52
号
発
行

入館者状況（2019.10.1. ～ 2020.3.31）

（）内は学校数
ひたちなか市埋蔵文化財調査センター及び ( 公財 ) ひたち
なか市生活・文化・スポーツ公社が開催する事業は『市
報ひたちなか』及び下記のホームページでお知らせします。
http://hitachinaka-culturehall.jp/news-cat/kokuchi/

霜対策 氷柱
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ふるさと考古学講師と受講生記念写真

　
編
集
後
記
の
　

虎
の
子

　
今
年
二
◯
二
◯
年
は
、
虎
塚
古
墳
壁
画
公
開
開
始

か
ら
四
◯
年
と
な
る
。
私
は
公
開
開
始
時
に
壁
画
を

見
て
、
虎
塚
古
墳
の
虜
と
な
り
現
在
の
職
に
就
い
た

経
緯
が
あ
る
。
な
の
で
、
虎
塚
古
墳
と
出
会
い
、
こ

の
道
を
決
定
し
て
四
◯
年
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

　
令
和
最
初
の
「
ふ
る
さ
と
考
古
学
」
は
虎
塚
古
墳

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
壁
画
の
謎
や
保
存
・
活
用

に
つ
い
て
受
講
生
と
一
緒
に
考
え
、
と
て
も
充
実
し

た
講
座
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
ふ
る
さ
と
考
古
学

卒
業
生
の
山
田
茉
央
さ
ん
と
山
田
梨
央
さ
ん
が
、
自

分
た
ち
が
体
験
し
た
「
壁
画
の
考
古
学
」
講
座
を
大

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
講
師
を
務
め
、
表
紙
の

と
お
り
見
事
に
講
座
を
や
り
遂
げ
た
こ
と
に
は
感
動

し
た
。

　「
ふ
る
さ
と
考
古
学
」
は
、
自
分
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
元
を
愛
し
郷
土
の
歴
史
を
守
り
語
り

継
い
で
い
く
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標
と

し
て
始
め
た
講
座
で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
、
卒
業
生

に
講
師
役
を
務

め
て
も
ら
う
こ

と
が
出
来
た
。

そ
の
姿
を
見
た

と
き
、
一
四
年

間
講
座
を
続
け

て
き
た
成
果
の

手
応
え
を
感
じ

た
。
繰
り
返
し

に
な
る
が
、「
継

続
は
力
な
り
」

だ
。
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